
地域のみんなでいきいきとしたふるさとづくり together with everyone

環境・美化部

■日にち：令和７年６月２１日（土）
■時 間：午前１１時３０分～午後２時頃
■会 場：国英地区公民館 研修室
■内 容：①１１時３０分～ 食 事

②１２時４０分～ 健康教室

※食事の後、健康教室を行います。

■日 時：5月10日(土)午前9時～ ■場 所：国英地区公民館前及びスポーツ広場 ■内 容：花の植替え ■参加者：11名

少し蒸し暑い気候の中、プランターの植え替え作業とスポーツ広場の芝の手入れを行いました。部員の皆さんは慣れ

た手つきで作業を行い、各集落へ配布するプランターを作りました。休憩をはさみ、今度は公民館の花壇の植替に取り

掛かりました。おかげ様で公民館の花壇が美しくなりました。ベゴニアが太陽を浴びてキラキラと咲いて、何か喋りそ

うです。当たり前に咲いている花ですがじっくり見ると、なんだか心が落ち着きます。そういう時間も大事だなと思い

ました。環境・美化部員の皆さんありがとうございました。ベゴニアの花言葉を調べてみましたのでご覧ください。

ベゴニアの花言葉
ベゴニア・・・「幸福な日々」
白いベゴニア・「真実・親切」
ピンクのべゴニア「丁寧」
赤色のベゴニア 「公平」
黄色のベゴニア 「繁盛」

※Googleより
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花いっぱい活動と芝の手入れを行いました

くにふさ食堂

参加費
５００円

豆知識

仲間づくりやちょっとしたお仕
事（ワーキングスペース)の場とし
ての利用や、地域のふれあい会な
どにご利用いただけます。
ちょっと一息しながら、ゆっくり
国英の自然を眺めながめるのもよ
し、時には読書するのもよし、い
ろいろ活用できます。地域の皆さ
ん、ぜひ一度お越し下さい。
コーヒーのテイクアウトも
出来ますよ～。

■ 時 間：10：00～15：00

■ 営業日：月・水・金

カフェいこい



■日 時：５月１０日（土） ■午前１０時～ ■参加者：３２名

「さつま芋の苗植え」を行いました。生涯学習部・子ども会活動部共催

「こうやって植えるだでえ」

第27回霊石山保全活動総務・広報部

前日の雨が心配でしたが、無事さつま芋の苗植えが出来ました。今年も児童のお父さん方を中心に金時と紅あずま
を一本一本植えました。前々日に生涯学習部長と公民館長がマルチシートを張り、苗を植える穴を開けて下さってい
たので、当日は苗植えがスムーズに進みました。おいしいさつま芋が出来ますようにと、恒例の霊石山をバックに集
合写真をパチッ✨秋にはさつま芋堀を予定していますので、みなさん是非おいで下さい。参加をお待ちしています。

薄緑の持ち手のバックの忘れ物を預かっています。
バッグの中に水筒とタオル
(ピンク色)が入っています。
心当たりのある方は公民館に
取りに来てください。

５月の活動報告

きれいに植えました✨生涯学習部長さんのお話中です。

列をそろえて１・２・３♬

６月の活動のご案内

納涼祭実行委員会生涯学習部

自主防災会連絡協議会総会・研修会安心・安全部

◆日にち：令和７年 ６月２８日（土）

◆時 間：午前９時～

◆場 所：「いこいの丘」多目的交流室

◆内 容：令和７年度の活動計画について

◆研 修：鳥取市危機管理課から講師をお招きして

『避難所開設について』の講義と演習

◆日にち：令和７年 ６月１９日（木）

◆時 間：午後７時～

◆場 所：国英地区公民館 研修室

◆内 容：第１６回国英地区納涼祭について

◆テーマ：「笑顔がつどう地域の輪！わ！」

※『記憶に残る』納涼祭を開催したいと思います。

関係者の皆様、ご協力をどうぞよろしくお願い致します。

◆日にち：令和７年 ６月２１日（土）

◆時 間：午前８時 霊石山山頂駐車場集合

◆内 容：伊勢ヶ平の草刈

登山道（連絡道）の草刈

◆持ち物：草刈り機、熊手など

(無くてもかまいません）

◆少雨決行します。また保険に加入するため

名前・年齢・連絡先が必要になります。

令和７年度 視察研修生涯学習部・文化部共催

◆日にち：令和７年 ６月２９日（日）

◆時 間：午前８時１５分受付 ８時３０分出発

◆行 先：松江市小泉八雲記念館・旧居他

◆内 容：連続テレビ小説『ばけばけ』の聖地を巡る

小泉八雲とセツの生涯をたずねてみましょう

◆参加費：４,０００円(バス代・昼食代・入場料含む）

◆締 切：６月１９日(木）先着２０名で締切ます。

『人が輝く、自然がうるおう、共に支え合う』


